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研究成果の概要（和文）：本研究では創傷時の簡便な栄養状態の評価技術の確立を目的に、タンパク質栄養の悪化した
全層欠損創モデルラットを用いて浸出液の成分変化を検討した。タンパク質摂取量の低下は、浸出液中のIGF-I、IGFBP
-1及びFGF21がマーカーとなり、摂取するタンパク質の質の低下はIL-1β及びIL-10が診断マーカーとなる可能性が示唆
された。本研究の結果より、これまで看護ケアでは単に廃棄されてきた浸出液を栄養状態の診断マーカーとして利用す
るという、全く新しい栄養状態の評価法の提案となり、患者にもたらす恩恵は極めて大きいといえる。

研究成果の概要（英文）：It is necessary to establish a brief and simplified method for evaluation of 
nutritional status during the wound healing process because malnutrition is closely associated with 
protracted wound healing. In the present study, we used an animal model to examine effects of protein 
free (PF) or gluten diets on wound fluid component changes in rats. Wound exudate and serum samples were 
collected to analyze. The concentrations of insulin like growth factor (IGF)-1, IGF-binding protein-1, 
and fibroblast growth factor 21 in the wound fluid and serum obtained from rats fed a PF diet markedly 
changed. The concentrations of interleukin (IL)-1β and IL-10 in the wound fluid obtained from rats fed a 
gluten diet markedly changed. These results show that these molecules in the wound fluid are available as 
a nutritional biomarker. This study would contribute to the establishing a novel technical measure of 
nutritional status during the wound healing process.

研究分野：分子栄養学
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１．研究開始当初の背景 
近年の高齢化に伴い寝たきり高齢者の増加

が問題となっている。特に在宅での寝たきり

高齢者の褥瘡保有率は高い。褥瘡管理で最も

重要なことはその予防であることは言うま

でもないが、高齢者や複雑な病体を有する患

者ではその発症を防ぎきれない例も多くあ

ることから、創傷に対する看護ケアの重要性

は相対的に増加している。 

 褥瘡は圧迫により出現するが、低タンパク

質栄養状態であると、そのリスクはより高く

なる(1)。褥瘡は治癒においてもタンパク質栄

養状態と非常に密接な関係があるため(2)、摂

食によって体内の栄養状態がどのような状

態であるか常時把握する必要がある。 

 現在の方法は、血液を採取し、血液中の様々

な因子の変動から栄養状態を検討すること

が行われている。しかし、採血は高齢者にと

っては、体力的に非常に負担であり、また医

師、看護師及び検査技師等にしかできない方

法である。さらに、血液からの感染リスク、

医療廃棄物など様々な問題も抱えている。そ

こで、申請者は簡便で誰にもでき、さらに痛

みの少ない栄養状態の診断方法を開発すべ

く、浸出液中のタンパク質に着目した。 
 
２．研究の目的 
本研究では創傷時の簡便な栄養状態の評価

技術の確立を目的に、タンパク質栄養の悪化

した全層欠損創モデルラットを用いて滲出

液の成分変化を検討した。 
 
３．研究の方法 
無タンパク質食またはグルテン食(制限アミ

ノ酸がリシン及びスレオニン)を 1 週間摂取

させたラット(6 週齢、Wistar 系、雄性)の背

部に 2か所全層欠損創を作製し、創傷被覆材

を貼付した。体重測定、創の肉眼的所見及び

創面積の比較により経過観察を行い、創部か

ら浸出液を回収した。また、解剖時に採決を

行い、血清中のタンパク質の分析を行った。

浸出液中のホルモンやサイトカイン等のタ

ンパク質をサイトカインアレイ及びELISA法

にて解析を行った。 

 
４．研究成果 

無タンパク質摂取により、有意に体重が減少

し、創の治癒も遅延を認めた。また、浸出液

中の insulin like growth factor (IGF)-I、

IGF-binding protein (IGFBP)-1 及 び

fibroblast growth factor (FGF)21が著しく

変化を認めた。これらの分子は、血清におい

ても無タンパク質食摂取で低下が認められ

た。IGF-I は創傷治癒を促進することが報告

されている(3)。一方、IGFBP-1 は、IGF-I

に結合し、その活性を抑制することが報告さ

れている(4)。近年、FGF21 は細胞の遊走を

促進し、治癒を促すことが報告されているが

(5)、詳細なメカニズムに関しては不明である。

これまでに、我々は浸出液の成分変化が創傷

治癒と密接な関連があることを報告してい

る(6)。したがって、無タンパク質摂取による

治癒の遅延は浸出液の成分変化が一要因で

あることが考えられる。 

 
図：無タンパク質食摂取により顕著に変動

した浸出液中のタンパク質 

 

次に、我々はアミノ酸バランスが悪く、栄

養価の低い小麦タンパク質(グルテン)食を 1

週間全層欠損創モデルラットに摂取させ、解

析を行った。グルテン食摂取により、有意に

体重が減少し、創の治癒も遅延を認めた。浸

出液中の成分を解析した。その結果、対照群

に比してグルテン食摂取群では、創傷治癒の

顕著な遅延を認めた。また、浸出液中の

Interleukin (IL)-1βが低下し、IL-10は増加

を認めた。これらの分子は、治癒に必須な炎



症反応を制御する因子であり、IL-1β は炎症

を促進し、IL-10 は抑制することが報告され

ている(7)。したがって、グルテン摂取群では

正常な炎症反応が抑制されている可能性が

考えられる。 

 

図：グルテン食摂取により顕著に変動した

浸出液中のタンパク質 

 

以上のことから、タンパク質摂取量の低下

は、浸出液中の IGF-I、IGFBP-1及び FGF21

がマーカーとなり、摂取するタンパク質の質

の低下は IL-1β及び IL-10が診断マーカーと

なる可能性が示唆された。また、これらのこ

とから、摂取するタンパク質の量と質で変動

する浸出液中のタンパク質は異なることが

示唆された。本研究の結果より、これまで看

護ケアでは単に廃棄されてきた滲出液を栄

養状態の診断マーカーとして利用するとい

う、全く新しい栄養状態の評価法の提案とな

り、患者にもたらす恩恵は極めて大きいとい

える。 
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